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鈴鹿川の流れ 命の水  今こそ守り育て次世代に！ 
       鈴鹿川流域 森のシンポジウムに世代を超えた参加者 
 加太から野登山に至る広大な亀山の森林は、私たちの命を育む水源でもあり

ます。今、その森が荒廃の危機にさらされています。外からは緑が生い茂って

いるように見えても、一歩中に入ればヒョロヒョロの細い杉や、ヒノキが密生

し、薄暗い地面には草木も生えず、大雨の度に表土が流されているそうです。 

 今年の5月に、坂下地区周辺で約100名の市民が森林の実態調査（森の健康診
断）に参加しました。その結果が三重大の研究者や森林ボランティアの手でま

とまり、その報告会が鈴鹿馬子唄会館と鈴鹿文化会館で開催されました。坂下

地区での報告会では、地元の皆さんに来ていただき、山主さん、森林組合の

方、建築士や大工さん、三重大の森林研究者、森林ボランティア（日曜きこ

り）と多彩な方々が集まり、膝を突き合わせて本音

で語り合いました。山主さんからは森林整備（間

伐）の必要性はわかるが、何十年も育ってきた樹を

切り倒しても使われることなく、山に捨てる悲しみ

とむなしさ、日曜きこりをしている若者からは重い

チェンソ－を持って山に登る作業の苦しさ、大工や

建築士の方からは価格競争で勝てない地元材の話が

ありました。 

 数年前に近くに自分の山を買ったという女性は、ライフワークとして里山作

りを始めているそうです。生産地である「山」と「まち」をつなぎ、木材の循

環を復活させるには、労働力、採算や需要等、解決しなければならない難問が

多々あります。鈴鹿市でのシンポジウムでは、関心を持った市民、県環境森林

部、大学の研究者、森林組合、森林ボランティア等、約80名が一同に会し「林
業関係者・学術・行政・市民」の協力、協働の第一歩を記した場となりまし

た。何十年もかかって荒れた森の回復には何十年もかかるかもしれません。会

場に出席した約半数は10～20代の若者でした。これは他の市民活動にはなかな
か見られないことで、若い世代が地球温暖化等これからの自然環境への不安を

自分達の問題として受け止め出した兆しだと思われます。世代を超え、専門を

活かし、まず、出来ることから始めましょう。昨年から誕生した森の健康診断

は今、日本中の荒廃が進む森林への危機感を持つ人々から注目されている新し

い森林再生プロジェクトなのです。（伊藤） 

 2007年5月27日（日）坂下を拠点に第2回森の健康診断も決定しました。 
 森の健康診断サイトhttp://www.nekoyakata.mydns.jp/moriken/ 

シンポジウムは若者であふれ

た（鈴鹿市文化会館） 

詳細な報告冊子 

ねこの館にあります。 

（有料1,000円） 
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休祭日関係なく毎月21日19：30～21：30開催 （市役所3F大会議室） 

誰でも申込不要で参加できます。 

第5回市民活動チャレンジ講座～市民交流の日～  
 ｢話題のコミュニティビジネスを知ろう｣ 
 講師 特定非営利活動法人 市民フォーラム21 事務局次長 松本 美穂氏          
日時：平成18年11月21日（火） 場所：大会議室  出席者： 24名 
 コミュニティビジネスについて明確な定義は決まっていませんが、｢地域の課題を、住民

が主体となって、地域の資源を活用し、ビジネスの手法により解決していく｣事業活動を、

概ね｢コミュニティビジネス｣と言います。コミュニティビジネスの事業主体は、地域住民

を主体としたNPOの他、同じく地域住民を主体とした企業や組合である場合もあります。 
 地域の資源、自然、人、文化等、身近な暮らしの中にあるものを活

かし、収入を自ら確保し自動的、継続的に運営します。 

 日本では運動型NPOが主流でしたが、事業型NPOが出てきて、コ
ミュニティビジネスと盛んに言われるようになりました。 

 従来型NPOよりも大きな範囲で、社会的な課題を事業的手法で取り
組むソーシャルべンチャーやソーシャルアントレプレナーといった社

会的起業家も誕生しています。 

 運動型ＮＰＯは課題の解決時点で解消する場合が多いですが、事業

型NPOは使命が軸で統制から離れ、経済的に自立します。 
 非営利というより＞営利のためではない 

 営利と非営利の境界がなくなってきて 

営利＞営利のためだけではない このように営利、非営利両方の部分を持つことが多いようです。 

（具体的事例） 

①自然化粧品会社B 形態－株式会社 設立ー1976年 所在－イギリス・ブライトンから 
業務内容ー化粧品製造販売業 収入源ー商品販売による収入 

・25年前、イギリスの主婦アニータ・ロデックが、自宅のキッチンで、フルーツなど身近な植物を使って、
化粧品を作ってみた。彼女は以前から、化学薬品を原料とし、ウサギなどの小動物を実験で利用する既存の

大手化粧品会社や過剰包装を行う販売会社に不満を抱いていた。タヒチを旅行したとき、さとうきびを噛ん

でいる女性の肌が絹のように滑らかだった。その体験をヒントに、自然にある植物からの、天然成分で化粧

品を製造することを思いついた。 

②アイスティー販売会社N 形態ー株式会社 設立ー1997年 所在 メリーランド州ベセスタ 
業務内容 アイスティーの販売 収入源ー商品販売からの収入 

・イェール大の大学院生だったセス・ゴーディンは、既存のアイスティーに｢甘いばかりでおいしくない｣と

疑問を持っていた。おいしくて健康に良いものをつくろう、ナルバフ教授と二人で始めた。パッケージはリ

サイクル、原料はオーガニック。原料は、モンタナ州の貧しいアメリカ先住民から購入、さらに売上の２％

を購入元に還元し、一部はホームレスの先住民児童をサポートする基金にも寄付されている。2000年度の売
上は300万ドルに達した。 
③いろどり（徳島県勝浦郡上勝町） 形態ー株式会社（第３セクター） 設立ー1997年 
業務内容ーツマモノの販売 収入源ー商品販売からの収入 

・全国で最も人口の少ない上勝町。異常寒波によりみかんが枯死し、街は大打撃。当時農協職員

だった横石さんは｢ツマモノ｣需要を知り、昭和61年に数軒の農家の協力を得て試験的に出荷を
始めた。当初年間売上は120万円弱。料亭に通い、器にあったツマの大きさ・美しさ、季節感の表現方法等
の商品知識やノウハウを身につけ｢葉っぱ｣は徐々に｢商品｣として顧客に受け入れられるようになった。売上

は5年後5,000万円、10年後1億7,000万円と伸び、現在では2億5,000万円もの規模に成長した。 
④ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り組織委員会（北海道） 形態ーＮＰＯ 設立ー１９９１年 
業務内容ー祭りの企画・運営 財源ー参加者からの祭り参加費、関連グッズの販売など 

・大学2年生が、仲間5人で活動を始める。高知のよさこい祭りに地元らしさを加え、1
回限りでいいから参加型のお祭りをやってみようと考える。学園祭の延長として、近隣

16大学100人の学生が実行委員となって第1回を開催。現在、10回を超える。予算2億
2,000万円のうち、補助金は市からの300万円（全体の1.5％）。 
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休祭日関係なく毎月21日19：30～21：30開催 （市役所3F大会議室） 

誰でも申込不要で参加できます。 

亀山あるこうかいクラブ 
 歩くこと、それは健康と体力づくりの第一歩です。 

 亀山あるこうかいクラブは、豊かな自然と歴史ある私たちのまち亀山を、みんなで楽し

く歩こうと誕生したクラブです。幼児から高齢者まで、誰もが気軽に参加できるよう比較

的平坦な里山や町並みを選び、歩行時間も２～３時間程度として無理をしません。参加者

を募集したところ、多くの加入希望者があり現在140名あまりになりました。毎回50名程度
の参加者ですが、雨天でも傘をさして歩けるコースを選んでいます。 

 亀山あるこうかいクラブでは、年間4回ほど例会を開催しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 11月19日、今にも雨が降り出しそうな中、JR加太駅から総勢40名がスタート。大和街道を西へ進みまし
た。加太越えにつながる歴史ある道です。途中加太小学校農芸祭の会場へ、所狭しと置かれた野菜や山の幸

の数々。女性たちは品定めに必死です。まちから40人も連れて来てくれたと主催者から感謝の言葉もありま
した。皆さんたくさんのお土産を買い込み、伴走車に積み込んで「かぶんこ」のきのこ栽培地へ向かいまし

た。自然薯の会の坂昭吾さんに迎えていただき、評判のヒラタケシメジも買うことができました。さらに歩

いて東海自然歩道へ。雨が降り出したので、傘をさして歩いたのですが、道が広

く車も通らないのでのびのびと歩けました。やがて、地元の皆さんの憩いの場、

グラウンド・ゴルフ場へ到着しました。小屋に入って昼食タイムです。既にス

タッフが豚汁を準備していました。お腹もいっぱいになって雨の中、再び歩き出

しました。今年の紅葉は遅れているようですが、黄色く色づいた森を眺めながら

のウォーキングです。坂を下って、また登る、けっこう長いルートですが大勢で

歩けば苦になりませんでした。午後２時前には全員出発点のＪＲ加太駅に到着

し、おみやげいっぱいの楽しい一日となりました。（伊藤） 

携帯用サイト 

6月の例会 

⑤ＮＰＯ法人パレット（東京） 形態ーＮＰＯ 事業内容ー障害者支援、国際協力 
財源ーお菓子の販売、レストランの売上、会費など 

・渋谷区教育委員会で実施している｢えびす青年教室｣（知的傷害のある青年のための社会教育の場）から

始まる。そこに集う青年たちの人間関係や生活圏の狭さに疑問を感じたボランティアの有志が｢日常的に

安心して集い、活動できる拠点を作ろう｣と呼びかけ、1983年に『たまり場ぱれっと』（余暇活動）を創
設。1985年『おかし屋ぱれっと』（働く場）、1991年『Restaurante&Bar Palette』（働く場）、1993
年『えびす・ぱれっとホーム』（生活の場）、1999年『ぱれっとインターナショナル・ジャパン』（国
際交流・支援） 

⑥NPO法人フローレンス 形態ーNPO 事業内容ー病児保育  
財源ー助成金・自治体委託・登録利用料など 

・元学生ITベンチャー社長の26歳男性がベビーシッターをしている母親からの話を聞き、看護と保育の
融合領域に挑戦し、硬直した制度や価値観、仕組みなどを変え、新たな価値を創造する志をもって発足。 

子どもの熱や軽い病気の時に、安心して預けられる場所が圧倒的に少ないという｢病児保育問題｣を、埋も

れる人材層（女性・若者・アクティブシニア）の潜在力の活用によって解決する。財政規模1800万円。 
 

終わりに…売り手よし買い手よし世間よし ほどほどの儲けで feel so good の生き方 
意見：ファミリーサポートはビジネスの手法だけでなく、助け合い精神も必要。 

   40－50代までは生活としての仕事があって、こういった活動に参加しにくいのが現状。 
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この新聞は、古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。 

市民部市民参画協働室からのお知らせコーナー                                                                                                           

市民活動ニュースに掲載する情報・お便りを募集して

います。詳しくは市民参画協働室まで 

１２月市民交流の日｢きらめき亀山２１｣ 
日時：12月21日（木）19：30～ 
場所：市役所3階大会議室 
内容：テーマ 

「市民協働センター 

      来春オープン」 

＊クリスマスも間近。来春にオープ

ンする東町の市民協働センター（旧

百五銀行亀山支店跡）についてざっ

くばらんに語りましょう。お菓子等

持ち込み歓迎！ 

１月市民交流の日｢きらめき亀山２１｣ 
日時：1月21日（日）19：30～ 
場所：市役所3階大会議室 
内容：テーマ｢亀山のいいとこ・好きなとこ｣ 

＊あなたの考える亀山のいいとこ・好きなとこは何ですか？皆

で亀山のいいとこ・好きなとこを棚卸ししませんか？ 

参加費無料・直接会場へお越しください。 

お問い合わせは市民参画協働室まで 

改装が始まった百五銀行跡 

参加しませんか？   亀山あるこうかいクラブ 
2006年度亀山あるこうかいクラブでは、こんなことをしました。 
第1回 3月19日  JR加太駅からバンドウ越えをして沓掛から関の地蔵院まで 
第2回 6月4日   石水渓野外研修施設から坂本棚田での野上がり祭りへ 
第3回 10月1日  JR関駅から石山観音へ 
第4回 11月19日 JR加太駅から加太農芸祭と「きのこ栽培地」東海自然歩道へ。 
来年2007年度は3月18日（日）に早春探索コース（詳しい内容は後日） 
このとき新会員の募集も受付します。年会費500円です。 
           連絡先：関町中町752-8 不破為和  電話 96-2532 

1月号の市民活動ニュースは、お手数ですが、市内公共
施設に設置されている市民活動ニュースをご覧下さ

い。1月中旬頃発行予定です。 

【ひとやすみ】知っていますか？ 
      ｢亀山｣の地名の由来 
“亀山”という地名の由来には、いろい

ろな説があります。主なものをご紹介し

ます。 

①石亀放地説 

 備達天皇（在位572年～585年）のと
き、百済の僧日羅が来朝して、石亀を三

匹献上したのを山城（京都・嵐山）、丹

波（亀岡市）、伊勢（亀山）に放ち、そ

こをそれぞれ“亀山”と言った。 

②神亀棲息説 

 阿野田にほうきの材料とする“ほうき

草”が生えていて、その根元に神亀が棲

んでいた。また、占いに使う亀を宮中に

献上していたので、“亀山”と名づけら

れた。 

③地形説 

地形が亀の甲に似ているので、“亀山”

と名づけられた。 

④神山転訛説 

 倭姫命が天照大神の宮地を求めて、現

在の野村忍山の地に滞在されたので、神

の山であり、カ

ミヤマが転じて

カメヤマとなっ

た。 

 


